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実質０円

東北労働金庫

ご利用手数料はいったんご負担いた
だく場合がありますが、即時キャッ
シュバックいたします。

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

　11月５日、県教育委員会との１回目の交渉が行われました。瀬戸委員長のあいさつの後、髙橋政策監から県教
組の要求書に対する一括回答がありました。私たちの給料に関しては、以下の通りです。
　また、教採における倍率低下をはじめとする教職員不足とその原因の解消を強く訴えました。県教委側は配置
の努力とやりがい・魅力のアピールを方策として挙げましたが、それらでの解決が困難であることはすでに明ら
かであり、休暇制度をはじめとした福利厚生制度の充実、広域異動・地区経験の廃止などによる働きやすい職場
づくりを通しての「選ばれる福島県づくり」を訴えました。
　給特法改正に伴う担任手当について、組合側は「担任業務は全員で支えるも
の。担任手当は相応額を全員に支給すること」を求めましたが、県教委側は１
学級あたり3,000円を実際に担任業務を行っている教員（チーム担任、複数担
任含む）に日数等の実績に応じて配分する方法を提示しました。主任教諭につ
いては、現段階で導入の予定はなく、導入すべきかどうかを今後の研究課題と
しました。いずれも処遇改善の一環として国から示されたものですが、これら
をもとに業務が特定の方に集中したり役割と称して業務が増加したりすること
が危惧されます。

　10月28日、県庁において福島県公務員労働組合共闘会議に加盟する単産・単組の300人を超える仲間が結集し、
「2025秋季確定闘争勝利！福島県公務員共闘総決起集会」が行われました。秋季確定闘争での要求実現に向け連
帯して行動することが確認されました。
　その後、交渉団は副知事交渉に参加し、参加者は市内をデモ行進し、
多くの市民にアピールしました。副知事交渉の中では、教員配置の困難
が原因で少人数学級を選択できない状況であること、60歳を超えてから
の働き方（処遇低下、変わらぬ業務量）の問題のほか、安心して相談す
ることができるハラスメント窓口の設置など、子どもも教職員も安心・
安全な環境の実現を訴えました。県教組は、教職員の長時間労働・教職
員不足の解消を中心とした誰もが安心して働き続けることができる職場の
実現に向けて、11月５日、17日に行われた県教委交渉に全力で臨みました。

◆県人事委員会勧告通り実施、月給やボーナスが引上げに！◆県人事委員会勧告通り実施、月給やボーナスが引上げに！
①　民間の支給割合との均衡を図るため、ボーナスを年間で0.05月分引き上げ
　〔期末手当・勤勉手当それぞれ0.025月分ずつ配分〕
②　若年層を重点に、全年齢層での月例給の引き上げ〔平均＋2.97％の引き上げ〕
＊�ボーナスは12月分から、月給は４月まで遡って実施。どちらも、差額で支給される予定。ただし、県議
会の進行状況により12月末までに支給されない恐れあり。
　　　⇒⇒⇒県教組は、県公務員共闘に結集して年内の完全実施を求めていきます！

県人事委員会勧告完全実施！県人事委員会勧告完全実施！
学校の多忙化と人員不足に歯止めを！学校の多忙化と人員不足に歯止めを！

熱弁をふるう瀬戸委員長

団結してガンバロー！

2025秋闘勝利　諸要求貫徹　　10.28 県公務員共闘総決起集会
公務職場で働く仲間の切実な願いと要求を実現しよう！

発行人　福島県教職員組合発行所　　　　　　　　　
福島市上浜町10－38　電話024－522－6141

〔定価一部　20円〕
編集・責任者　瀬　戸　禎　子

e-mail : ftukyoso@poplar.ocn.ne.jp
https: //www.f-t-u.or.jp

（この購読料は組合費に含まれています。）
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福島県内にも被爆二世に教職員の方がいらっしゃる可能性があります。心当たりのある方は、福島県教組までご連絡ください。

子どもたちに平和な未来を　～護ろう　憲法～
両性の自立と平等をめざす教育推進委員会学習会

第50回母と女性教職員の会福島県集会
　11月１日、二本松市男女共生センターにおいて、両性の自立と平等をめざす教育推進委員会学
習会（両性研）と第50回母と女性教職員の会福島県集会（県母女）を開催しました。
　両性研では、神谷悠一さん（LGBT法連合会代表理事）から講演をいただきました。「LGBT」
当事者は、約８％存在し、30人の学級では2.4人の割合となります。「うちの職場／学校にLGBT
はいない」と思い込んでしまわず、差別やいじめを許さない旨
を方針化し相談可能な場を確保することが大切だと神谷さんは
お話しになっていました。

　午後は、県母女として、「子どもの未来のために」「性と多様性」「共に生きる　共
に学ぶ」の３分科会で討論を行いました。話題提供として「南会津町でのフッ化物洗
口の実態」「キャリア教育の視点で実践したジェンダー平等教育」「支援学級と交流学
級の関わりによる子どもたちの変化」を受け、それぞれの分科会で学びを深めました。

神谷悠一さん神谷悠一さん

【分科会感想・第１分科会】
　福島市では、希望する学校のみフッ化物洗口を実施していますが、分科会の参加者の方から福島
市の実施率が50％を超えていると聞き、衝撃を受けました。本校は今年の春に３つの小学校と中学
校が統合してできた学校ですが、夏休み明けの職員会議で中学年のフッ化物洗口についての連絡事
項として示され、前々から進められていたのでしょうが、これでよいのかなと疑問に思っていたところでした。
　学校は子どもが将来にわたり自分の心身の健康を守るための教育をすることが重要であることを再確認、共有
しました。家庭や自分で選択でき、専門家の歯科医師のもとで実施するのが一番と感じました。

【分科会感想・第２分科会】
　話題提供の実践がすばらしく、もっと周りの人
たちと共有していきたいと思いました。分科会に
参加された方達の実践や話を聞き、やはり集まっ
て話すことの大切さを実感しました。

【分科会感想・第３分科会】
　小学校や中学校などが行事等で宿泊する際、「宿
泊税」は免除されます。しかし朝鮮学校は、学校教
育法の規定を根拠とされ課税対象となっており、こ
の問題に対して広島では県知事や県議会に対し、課
税免除とする要望書を提出しました。日本で学ぶ朝
鮮学校の子どもたちが、こうした差別の渦中にある
ことを初めて知りました。朝鮮学校が設立された戦
後の経緯や、広島への修学旅行等の教育的意義から
も、こうした差別が早く無くなることを望みます。

【分科会感想・第３分科会】
　話題提供の実践を元に特別支援についての学びを深め
ることができました。各校種、学校ごとに様々な悩みを
抱えながら、担当者が工夫し、子どもたちと関わってい
ることを知ることができ、力がわいた。

【フィールドワーク】
　山里小→浦上天主堂→山王神社→長崎大医学部→平
和公園のルートでそれぞれの場所を青年部のみなさん
に案内・説明していただきま
した。離島に勤務されている
青年もいて、フィールドワー
クのために何度も集まってこ
の日を迎えたことに、平和を
大切にしたい、伝えたいとい
う気持ちが伝わってきました。

　昨年、福島県楢葉町Ｊヴィレッジで開催された日教組平和集会は、今年被爆80周年の年でもあることから、長崎県
長崎市で開催されました。１日めは、日教組被爆二世教職員の会副会長の平野伸人さんから「私のたどった平和活動
の歩み」という演題で講演をいただきました。平野さんは母と姉が長崎で被爆し、ご本人は1941年に生まれました。
高校生の時に、両親とも被爆者の同級生が再生不良性貧血で輸血し続けなければならなくなったことから、被爆二世
と原爆の影響の恐ろしさについて強く感じたそうです。その後、教員となった平野さんは、「日教組被爆二世教職員の
会」の結成に関わり、高校生平和大使の活動にも関わってこられました。高校生平和大使の平和に対する力強いアピー
ルが印象に残りました。
　「『戦争のできる国』づくりに関する問題」「核と人権に関する問題」「戦後補償や国際連帯のとりくみ」「平和をすす
める運動・教育」の４つの分科会が行われ、それぞれのテーマについて活発な協議がされました。
　２日めは、長崎県教組の青年部が案内人となって平和公園周辺のフィールドワークを行いました。

2025年度日教組平和集会 in 長崎！2025年度日教組平和集会 in 長崎！
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吉田書記次長の

　新採用の方の組合加入が今年は例年以上に多いです。分会や支部での働きかけのおかげ
だと思います。ありがとうございます。

 ①「組合に入ろう」と思ったきっかけは？ 

「他の職場の先生方ともつながりをもちたいと
思ったからです。」

 ②今のお仕事をめざしたきっかけは？ 

「幼い頃から子どもが好きでした。大学で学んだことを、教育に生
かしたいと思ったからです。」

 ③これから、どんな学校（職場）になってほしいと考えますか？ 

「職場にいる全員が、働きやすい、安心できると感じられる職場に
なってほしいです。」

 ①「組合に入ろう」と思ったきっかけは？ 

「同じ学校の先生に紹介され、興味をもちました。
自分自身の視野を広げたいと思い加入しました。」

 ②今のお仕事をめざしたきっかけは？ 

「中学校での教育実習で、学校に来られていない子も、学校に来て
いる子も、少しでも学校を楽しいと思ってもらえたらと思ったこと
がきっかけです。」

 ③これから、どんな学校（職場）になってほしいと考えますか？ 

「今の職場は明るく活気があります。今後も風通しが良く安心感の
ある場所であることを願っています。」

　昨年、組合員の学級で教
育実習をされていたＹさ
ん。大学生の立場で支部の
学習会にも参加してくれま
した。この春から採用とな
り、赴任先だけでなく、実
習校の組合員ともつながり
ながら、毎日頑張っていま
す。
　Ｙさんが大切にしたい
「つながり」。多くの方に感
じていただきたいです。

　県外ご出身のＫさん。こ
れまで勤務した経験を通し
て、福島県の魅力を感じ、
採用試験を受験されたそう
です。
　同じ分会の組合員さんの
声かけや、支部歓迎会への
参加が組合加入のきっかけ
になったそうです。多くの
つながりをつくり、福島県
で活躍していただけること
を願います。

ふくしまオルグ紀行⑯

Ｙさん（西白支部・小学校教員）

Ｋさん（南会支部・中学校教員）

お世話になりました！

県教組キャラバン県教組キャラバン
　９月から進めてきた秋闘キャラバンも終盤を迎えました。
分会で対応してくださった皆さん、参加してくださった支部
執行部・オルガナイザーの皆さんに感謝いたします。キャラ
バンで聞かれた声を紹介します。

　県教組では現在「職場会でピアカウンセリング」の取り組みも進めています。
　職場会を通して、普段感じていることを職場の仲間と共有してみませんか。
　ひとり分会の方は、県教組行事や支部の会議などへの参加を職場会に代えます。
　実施報告は右の二次元コードからも可能です。

〈今年度はじめて異動したＡさん〉
　他地区への異動は不安もありましたが、組合の方がこうして気にかけてくれることがとてもあ
りがたいです。話を聞いてもらえると元気が出ます。

〈中学校事務職員のＢさん〉
　生徒が落ち着かないのは教職員不足も一因だと思います。校内の問題で先生たちが疲弊してい
て、事務室からも何かできることはないかな…と感じています。若い先生たちにも組合のことを
知ってほしいですね。

しめきり…12月25日（木）
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最新の情報をお届け♬
学習会等のお問い合わせや、
日々のお悩みも気軽に
ご相談ください！

LINE公式アカウント
ぜひ友だち登録お願いします！

＠894amadj

みんなのひろば 原稿募集

　このコーナーは、組合員のみなさま
から、ほっこりしたり、感動したり、
ためになったりするような素敵な情報
をお待ちしております(*^_^*)　掲載
された方には御礼としてクオカードを
プレゼントいたします！

★メール
　（ftukyoso@poplar.ocn.ne.jp）や
　FAX（0120-17-9312）、
　公式LINEでお寄せください。

　レトロなポスターが並ぶ店内で食べる
会津の醤油を使い、鶏のうまみたっぷりスープのラー
メンが絶品です!!
　ツルツル、モチモチの自家製麺もとってもおいしく、
３種のチャーシューもとろけるおいしさです！
　中華そばはもちろん、より透き通った
淡麗中華もおすすめですよ！
� （郡山支部　Ｋさん）

みんなのひろば
～鏡石町　中華そば　本田商店～
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が
正
解
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
長
い
時
間
を
か
け
て
彼
女
は
自
分
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
に
は
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
や
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
支
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
教
育
と
は
、
そ
ん
な
力
な
の
だ
と
思
う
。�

（
Ｋ
・
Ｉ
）
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